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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、7つの膜貫通型Gタンパク質共役型細胞表面受容体ファミリーのサブファミリーであるプロテアーゼ活性化受容体（PAR）ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、プロテアーゼ活性化受容体ファミリーのメンバーであるPAR4のトロンビンを介した切断および活性化における補因子として作用します。コードされているタンパク質は、止血および血栓症において重要な役割を果たします。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2012年2月],機能: ホスホイノシチド加水分解を刺激するGタンパク質に結合した活性化トロンビンの受容体。,PTM: タンパク質分解による切断により、連結リガンドとして機能する新しいN末端が生成される。,類似性: Gタンパク質結合受容体1ファミリーに属する。,サブユニット: INSC/inscuteableおよびおそらくGPSM2と相互作用する。,組織特異性: 骨髄の巨核球で最も高く発現し、成熟巨核球、血小板、心臓や腸などのさまざまな他の組織では低い。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
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	F2RL2抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

